
 

 
（第２号様式）   

令和５年３月 28 日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立港北高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 15日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①新学習指導要

領の主旨を踏

まえ、生徒の特

性等に応じた

教育課程を編

成し、適切に実

施する。 

②社会の変化や

ニーズに対応

し、生き抜くた

めの資質・能力

を養うため、

「主体的・対話

的で深い学び」

を実現する授

業づくりを推進

する。 

③生徒会活動や

学校行事等を

充実させ、自主

性・主体性・社

会性を育成す

る。 

①新学習指導要

領による教育

課程の定着を

はかる。 

 

②「ＩＣＴを活用し

た授業力向上」

をテーマとし

て、「主体的・

対話的で深い

学び」を実現す

る授業づくりを

積極的に推進

する。 

 

③生徒会本部や

各委員会との

連携を密にす

る。また会議や

行事の実施にＩ

ＣＴを利活用

し、スキル向上

を図る。 

①新学習指導要領

における最初の学

年移行となる１年

から２年への科目

選択にあたって、３

年次での教育課

程の展開をふま

え、生徒が適切な

科目選択により、

進路実現に結び

つけるため。説明

会・資料の充実を

図り、理解を図る。 

②授業力向上研修

会(４回)、研究授

業(１回)、授業互

見週間(２回)を通

し、ICT の利活用

について、組織的

な授業改善を推進

する。 

③生徒会本部を中

心とした各種委員

会の組織づくりを

図る。 

Google Meet 等の

利活用を進め、生

徒会行事を活性

化する。 

①生徒が新学習

指導要領に基

づく教育課程

の特長を理解

しているか。 

教員に旧課

程との変更点

が理解されて

いるか。 

 

②各教科の自己

評価、生徒に

よる授業評

価、ICT の利

活用における

教職員の意識

行動調査に改

善が見られた

か。 

 

③生徒主体の活

動により生徒

が自己肯定感

を得ることがで

きたか。また、

ICT を効果的

に利活用でき

たか。 

①６月に保護者向け
説明会を実施し
た。１、２年とも多
くの参加者があ
り、新課程につい
て理解を得ること
ができた。生徒・
保護者に対する
選択希望調査、
集約も従来通りの
実施できた。 

②生徒による授業
評価において、１
年生には ICT 関
連の質問を追加
した。良好な回答
が 50%を超えた科
目は、７月は 2 科
目だったが、12月
には 4 科目に増
加した。教員の意
識行動調査によ
り、授業における
教員の ICT 技能
が高まっているこ
とが明らかとなっ
た。 

③生徒会オリエンテ
ーション、生徒総
会や文化祭の閉
会 式 な ど で
Google Meet を活
用し行事を実施
する こ と がで き
た。また、体育祭
や文化祭につい
ては生徒の委員
会を活性化し、生
徒主体の行事に
なるべく支援する
ことができた。 

①自由選択科目の
履修希望者に偏り
が大きく、開講講
座数と教員配置と
の調整が、大きな
課題としてあげら
れる。 

②ICT を活用するこ
とが目的化し 、
ICT 活用により高
める生徒の資質・
能力についての
議論が不十分で
あった。次年度の
研修会において
は、その点を踏ま
えた上で、「主体
的・対話的で深い
学び」の実現を目
指すテーマを設
定する必要があ
る。 

 
③来年度の行事に
ついて、年度終わ
りまでに生徒の委
員会を開き、さら
に生徒が達成感
を得られるような
仕掛けをしていき
たい。 

①新学習指導要領の年次
進行に伴う学びのあり
方の変化に対して、コ
ロナ禍の状況において
丁寧に対応しているこ
とがよく分かった。今
後の取組に期待した
い。また、授業互見週
間等授業力向上に取り
組んでいるのはすばら
しい。 

①授業の振り返りについ
ては毎時間やることに
意味がある。主体的に
学ぶ姿勢を育成するた
めに、生徒のモチベー
ションを高めながら、
気づきの指導を続けて
ほしい。        

②「魅力と特色づくりア
ンケート」の結果につ
いて、保護者と生徒の
間で、回答について差
があるのが興味深かっ
た。生徒は、学校生活
全般について肯定的に
とらえており、充実し
た生活を送っているこ
とが感じ取れる。    

③体育祭、文化祭等少し
ずつ平常時の取組に戻
りつつ状況であること
はよくわかった。生徒
の思い出づくりをこれ
からも大切にしていた
だきたい。 

①新学習指導要領の年次進行に
伴い、各教科で、指導目標、
評価等についての検討を重ね
た。また、教育課程の見直し
により、選択科目の多様な履
修が可能になった。この点に
ついて、保護者対象の説明会
を行い、多数の出席者を得
て、周知することができた。 

②授業互見週間等を活用して、
授業力向上研修を行い、教科
の枠を超えた全体としての授
業の質の向上を目指し、一定
の成果を上げた。 

②ＩＣＴの利活用については、
授業改善の主要なテーマに設
定し、全職員共通の取組とし
た。「授業評価アンケート」
においても端末利用に関する
項目を追加設定したが、前期
（６月実施）に比べて後期
（12 月実施）では肯定的な回
答が増え、徐々にではあるが
教職員の多様な取組の成果が
出てきたと考える。１人１台
端末の施策が、次年度は１、
２学年対象となるため、今後
とも授業での活用について取
組を深めていく必要がある。 

③体育祭、文化祭については、
入場制限をかけながらも日程
通りに実施することができ
た。来校者の反応はおおむね
好評であった。生徒の活動保
障という点においては、今後
状況を見ながら段階的に緩和
の方向で行事運営に対して取
り組む必要があると考えてい
る。 

①「主体的・対話的で深い学
び」について、本校が継続的
に取り組んできた授業力向上
について、さらに積極的に推
進していく。特に、「総合的
な探究の時間」を全面的に見
直していく中で、課題探究の
メソッドを全体で確立してい
く取組を次年度以降の目標の
ひとつにしていく。 

②学習活動の質的向上を図るた
め、ＩＣＴ利活用を含む教
材、ツールの研究について、
継続的に取り組む。教科の枠
を超えて、授業のあり方につ
いて協議、研修する場を設
け、その成果をフィードバッ
クしていくよう働きかける。
授業（単元）目標を明確に示
し、振り返りの機会をとらえ
て学習到達度を向上させるよ
う、生徒への働きかけを積極
的に行う。 

②１人１台端末の配備が１、２
学年にわたることから、端末
の利活用についてさらに推進
していく。 

③新型コロナ感染状況等情勢の
変化をふまえた上で、生徒が
主体的に学校行事の運営、活
動に携わる機会を設ける。生
徒一人ひとりの達成感、自己
肯定感を育成するよう積極的
に働きかける。 

２ 
 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひとり

が安心・安全な

学校生活を過

ごせるよう、教

育環境や支援

体制の充実を

図る。 

②部活動を通し

て、協調性・責

任感・連帯感

①生徒理解を基

本とした支援を

実践し、生徒の

基本的生活習

慣の確立及び

規範意識の醸

成を目指す。 

②新型コロナウィ

ルス感染予防

対策を十分に

①生徒一人ひとりが基

本的生活習慣や規

範を意識し、心身共

に安全で健康な学

校生活を送るため

のサポート体制を整

備する。 

②生徒の健康面・安

全面に配慮し、かつ

生徒が主体的に部

①生徒が必要な

支援を受ける

ことにより、課

題解決に至る

ケースが増加

したか。 
②部活動が効果

的かつ円滑に

実施できた

か。 

①教職員によるサポ
ート体制が機能
し、生徒の大多数
が基本的生活習
慣や規範を意識
して学校生活を
送っている。 

②部活動について
感染防止対策を
十分に講じ行う
ことができた。
夏季休業中には

①複雑なケースでＳ
Ｃ、ＳＳＷ等の専
門家の助言を受
けても容易に解決
しない場合があ
る。 

②引き続き感染防止
対策に努め、部活
動の活性化を図
る。 

①メンタル面でのサポー
トが必要な生徒が増加
しているとのことだ
が、丁寧な対応をこれ
からも続けてほしい。       

②厳しい制約のあった中
での部活動の実績はす
ばらしい。これからも
応援していきたい。       

②合宿ができたことは大
きなことである。教職
員の苦労を感じ取るこ

①メンタル面において人間関係
の構築に課題を抱えるケース
が例年以上に多かった。Ｓ
Ｃ、ＳＳＷと密接に関係を取
り、必要に応じて外部機関と
の連携を図りながら、生徒、
保護者に対して丁寧に対応し
ていく必要がある。 

②部活動については、合宿を実
施した部も複数あり、活動の
励みになった。また関東大
会、全国大会等に出場する実

①コロナ禍において人間関係の
構築に課題を抱える生徒のケ
ースが増えたことから、学
校・保護者等・外部機関（Ｓ
Ｃ、ＳＳＷ等）の連携をより
強め、丁寧に対応できる体制
を充実させていく。特に、Ｓ
Ｃが全校配置になり、活用し
やすい条件が整備されつつあ
ることから、積極的に連携し
ていきたい。 

②全国大会レベルで活躍する生



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 15日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

の涵養を図ると

ともに自発的な

行動力を育成

する。 

講じた部活動

指導・運営がで

きるよう支援す

る。 

活動に取り組めるよ

う、活動環境の整備

と内容の精選をす

る。 

合宿を行うこと
ができた。 

とができる。 績をあげてきた部も多く、今
後の活動にその成果を生かし
ていきたいと考える。 

徒が増えてきたことから、生
徒の活動を保障する施設、予
算面での条件整備を続けてい
く。 

３ 進路指導・支援 

①３年間を見通し

た体系的なキ

ャリア教育を実

践し、生徒の自

己実現力を高

める。 

②生徒の個性や   

 多様な進路希 

 望に適した進路 

 支援体制の充 

 実、拡充を図 

 る。 

①学年間で連動

したキャリア教

育を構築し、生

徒が主体的に

自らのキャリア

プランを構想、

実現できる力を

育成する。 

②生徒の個性や   

 多様な進路希 

 望に対応したガ

イダンス体制を

充実させる。 

①各学年で企画・実

践したキャリア教

育の内容を全学年

で共有する。校内

模試や小論文講

座等を効果的に活

用する。 

②進路情報の共有

や研修会の実施

により、校内の進

路ガイダンス体制

を充実させる。 

①キャリア教育の

内容が進展し

たか。校内模

試等について

実施の前後を

含めた計画が

立てられ、実

施できたか。 

②それぞれの生

徒のニーズに

応じた進路相

談に対応でき

たか。 

①３年の校内模試３
回を、前後の学習
を含め計画的に
実施することがで
きた。 

 
②夏季休業中の三
者面談において、
学年で共通理解
を待って進路指
導を実施した。各
学年で進路説明
会等を実施でき
た。 

①１，２年の１月模試
と小論文講座に
ついて、生徒が主
体的に取り組む計
画を立てる。 

 
②新年度に向けたよ
うな進路希望に対
応する説明会を
計画する。 

①単なる進学指導に終始
せず、キャリア教育を
基盤にして進められて
いる点は、進路指導の
本質を抑えた取組であ
り、高く評価されるも
のである。 

②今後とも「総合的な探
求の時間」による課題
探究と結びつけなが
ら、生徒のキャリア形
成に取り組んでほし
い。 

①各学年の校内模試を体系的に
実施することができた。１、
２年次の蓄積が、３年次の進
路選択に結びつくことを意識
付けしながら、キャリア形成
に取り組んでいきたい。ま
た、大学入試制度の変更に対
応できるよう、情報収集に努
めていく必要がある。              

②生徒一人ひとりのニーズに合
わせて丁寧に指導していく必
要がある。三者面談等を通じ
て、保護者等とも連携しなが
ら、継続的にキャリア形成に
取り組みたい。 

①校内模試を体系的に実施する
体制が整備されてきたことか
ら、今後は蓄積されるデータ
を有効に活用するための教員
研修の充実を図り、生徒のキ
ャリア形成、進路指導に反映
させていくよう取組を強化す
る。 

②各種説明会、三者面談等を通
じて、生徒一人ひとりのキャ
リア形成を丁寧に行う。また
教員のカウンセリングマイン
ドを向上させる機会を設け、
多様なニーズに対応できるよ
うにする。 

４ 地域等との協働 

①地域との連携・

協働により、

「開かれた学校

づくり」を推進

する。 

②保護者・地域

への情報提供

に努め、家庭・

地域の支援体

制を充実させ

る。 

①学校行事や地

域行事、地域

防災等におい

て、地域と連携

した教育活動

を実施する。 

②本校の教育活

動について、

学校ＨＰにより

積極的に情報

を発信する。 

①近隣の小中学校

の行事や、地域防

災活動等に生徒も

含めて積極的に参

加し、日常的な交

流を図る。 

②閲覧しやすい学校

ＨＰの構築に努め

るとともに、タイムリ

ーかつ積極的に

内容を更新する。

また、生徒、保護

者等の意見を取り

入れ、内容を精選

する。 

①地域との連

携、協働を推

進することが

できたか。 

②閲覧しやすく、

タイムリーな情

報をＨＰに掲

載することが

できたか。ま

た、中学生の

志願状況等

に、学校ＨＰの

改善効果の波

及がみられた

か。 

①新型コロナウィル
ス感染の傾向が
続いている中で、
学校行事、地域
連携について、対
策を講じながら推
進できるように取
り組んだ。 

 
②学校ＨＰにおい
て、新たな情報を
41 回掲載した。コ
ンピュータ部が作
成した学校紹介
動画を掲載する
など、生徒のアイ
デアを活かした
HP 作成を進め
た。 

①体育祭、文化祭
については、保護
者参観を一部制
限付きで行った
が、地域連携につ
いては難しい状況
もあった。今後、
行事への取組に
ついて実施形態、
内容等検討を重
ねる必要がある。 

②部活動等におい
ては、それぞれの
担当者が ＨＰ を
更新することにな
っている。しかしな
がら、更新が遅れ
ることがあることか
ら、随時呼びかけ
ていきたい。 

①地域の学校という観点
から、周辺住民は見て
いる。地域防犯という
観点から、特に自転車
マナー等については、
学校でも指導を続けて
ほしい。 

②学校紹介のＨＰをツー
ルとして情報発信を進
めてきたことは、情報
の即時性という点です
ばらしい取組である。 

②ＨＰの映像から生徒の
思いが伝わってきて好
ましい印象を持つ。こ
れからも、生徒の目線
を大切にしていってほ
しい。 

①体育祭、文化祭等の学校行事
については、感染対策を施し
ながら、保護者の来場制限を
緩和して実施した。校内での
生徒の活動の姿にふれること
により、学校への理解度が増
したことは一定の効果があっ
た。 

②ＨＰの作成に生徒の視点を入
れたことにより、より分かり
やすく伝わりやすいものがで
きた。 

③ＨＰの更新については、まだ
不十分な点があり、頻繁に発
信する部分とそうではない部
分との間に差が生じた。今後
は、随時発信に向けて。ＨＰ
担当者がある程度コントロー
ルする等の取組が必要であ
る。 

①地域の行事への参加、近隣の
小中学校との交流について
は、段階的に再開してきてい
るが、３年度前からの継承性
については課題が多い。今後
は、連携先と十分に協議しな
がら、円滑に運営に参加でき
る体制を作っていく。 

②より活発な情報発信をするた
めに、グループ業務の見直し
を行うとともに、全体のバラ
ンスを考慮した適切な発信ス
ケジュール管理、発信内容の
精査に取り組む。 

②ＨＰの更新において生徒の視
点を大切にするという意見を
いただいており、より分かり
やすく親しみやすい情報発信
を心がけていきたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校運営協議

会を活用しな

がら地域との連

携・協働を推進

し、地域ととも

に歩む学校づ

くりを推進す

る。 

②定期的に不祥

事防止研修会

を実施し、教職

員の危機管理

意識を高める。 

③生徒と向き合う

時間を確保す

るために、教員

の働き方改革

を推進する。 

①昨年度の学校

運営評議会に

おいて指摘さ

れた課題を学

校経営に活か

す。 

②不祥事ゼロプ

ログラムの取組

を継続し、事故

防止やハラスメ

ントの根絶に努

める。 

③ 業 務 の 可 視

化、内容の精

選を行い、生

徒に十分な対

応ができる学

校づくりを目指

す。 

①新型コロナウィル

ス感染状況をふま

えて、諸機関と連

携し、学校教育の

活性化を図る。 

②業務内容を絶え

ず検証し、特に個

人情報の適切な取

り扱い、人権意識

の啓発を図る。 

③業務の可視化によ

り、業務内容を整

理し、生徒主体の

教育活動が十分

に図れるよう努め

る。 

①検証課題を改

善し、より具体

的な学校教育

の活性化に結

びつけることが

できたか。 

②事故、不祥事

に対する当事

者意識を高

め、未然防止

に努めることが

できたか。 

③業務内容の見

直しを具体的

に進め、教育

活動の活性化

に結びつける

ことができた

か。 

①地域との連携・協
働については順
次再開された行
事を中心に、連携
を深めた。また、
横浜開港祭の花
火会場にグラウン
ドを提供する等、
市全体の事業に
も参画した。 

②月１回のペースで
不祥事防止研修
会を実施し、危機
管理意識の啓発
を行った。 

③職場アンケートの
実施等を通じて
職場環境の改善
に取り組んだ。 

①新型コロナウィル
ス感染の傾向が
収まらず、状況判
断が難しい中での
取組となってい
る。今後も試行錯
誤の状態が続くも
のと考える。 

②教職員の危機管
理意識の啓発は、
継続的に行う必要
があり、「なれ」か
らくる油断を回避
することが課題で
ある。 

③業務の可視化、
効率化について
は業務内容の見
直しも含め継続的
に取り組む必要が
ある。 

①新型コロナウィルス感
染をめぐる扱いが今後
変更にあるが、学校と
しても十分に対応して
いってほしい。 

②不祥事防止研修等が計
画的に実施されてお
り、危機管理意識をし
っかり持って学校運営
が行われていることが
よくわかった。 

 

①新型コロナウィルス感染症対
策については、国及び県の指
針（指示）に従って、現場で
の対応が求められることが多
い。今後も、社会情勢及び学
校の状況をふまえて、臨機応
変に対応する必要がある。                

②不祥事防止については、県の
資料等を活用して、時機をと
らえて職員の意識啓発に取り
組んだ。特に今年度は、ハラ
スメント、生徒指導について
重点化した。これからも課題
意識を持ちながら、日常の業
務に取り組んでいく姿勢を持
ちたい。 

③働き方改革の意識の浸透につ
いては、まだ十分ではない点
がある。今後も継続的に取り
組む必要がある。 

①地域、ＰＴＡ、学校運営協議
会等との連携は、開かれた学
校づくりに向けて重要な要素
であり、今後もよりよい関係
性を構築していく。また、キ
ャリア教育、部活動等におけ
る校外人材の活用を積極的に
行い、生徒の諸能力育成に取
り組む。 

②入学者選抜業務、予算執行等
について事故防止に努めるよ
う、日常業務でのチェックを
行う。また、人権意識の啓発
を重要な課題としてとらえ、
生徒指導の場において適切な
指導に取り組む。 

③令和４年度にグループ業務の
見直しを行ったが、働き方改
革の方法性を見据えながら、
さらに業務内容の精選に取り
組む。 



 

 


